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鉄道会社の建設資金調達メカニズム...・H ・-…松永健二 m 
イギリス農業構造と土地所有の性格，





























Bd. III， i.¥farx-E1lge:ls Werkc， Bd. 25， 1964， S. 632，邦訳大月全集，第25!苦 b，799ベ 円。














運輸機関の建設によって位置をつくりだす 。j(Ibid.. S. 664.邦訳.839へー ジ)，
4) マルクスほ建車用白土地白地代。特色として. i位置が差額地代に匝倒的な影響を丑ぽすH 、
うことJ CIbid.， S. 781，邦誌:， 991ベ ジ〕を強調した上で， iただ人口り増加，したがって住
居需要の増大だけではなく，土地に合体され忍かまたは土地に根を下ろしてそ白上に立つ固定資




































































































43 都市計画法 自民党「都市政策大綱」 市 言十 画 法|
(20-40ヘクター ノレ〕























































13) 同上，第二部Hのlでは，市街地面積を3倍弱に拡大するとし、う政策目標の一環とされてし， .Q~ 
14) 宅地審議会第六次答申「都市地域における土地利用の合理化を図るための対曹に関する答申」
昭和42年，第ー の二。
ユ5) 同上，第三の D 


























しJ (渡辺精一，ディベロッパー 論の亘場とその問題性， 1ヅュリストJ476号，昭和46年4月，
258ベ ジ〕ているが. 1思い切って毘宮市荷地かb離れたと ζろに安い土地を取得し，必要な
社会的便益施設 をピルト イソしていく 大規模宅造業者J (目下公人「ディベロッパ
」ー昭和45年， 86ペー ジ)というものが表象としては代表的であろう。
18) 前出，拙稿，高度成長下の土地政策と大規槙宅地開発.86-87ι ジ参照。









































































































規模〔住宅団地の面積)の区分は 1へクターノレ未満〔零細規模団地)， 1 ~3 ヘ






























昭和39~f 458 1，796 3.9 
零団細規模地il小回規模地 いl3A団~J←タ規30地模J:ι大団0-タ規ーク模地上し
1d14ヘク|未 ターノレ
40 484 早，337 4.8 (叫昭末日日39年 170 138 143 7 
40 216 102 155 11 
41 542 2，147 4.0 41 265 121 142 14 
42 619 1，508 2.4 12 318 146 119 6 
43 617 1，703 2.8 43 314 160 139 4 
44 462 180 135 17 
44 794 2，313 2.9 45 320 152 196 35 
45 703 5，933 8.4 (b) 唱和39年 4!2% 1抗% 45.7% 38.5% 
1所〕 建設省計四間宅地部宅地政策課 40 4.0 6.9 50.6 38.4 
「民間宅地造成事業安陸調査に関 41 4.5 9.7 49.6 36.2 
する結果報告」各年版図 42 8.3 17.1 57.5 17.1 
43 7.1 16.4 65.9 10.5 
44 7.2 14.2 43.0 35.6 
45 1.8 4.6 30.9 6ヌ7
出所〕 第 1表に同じ。























































































































1皿2 あたり単{町 1 1千円未満|日千円 15~肝円|昨円以上| 計
大規模団地 13.2% 69.8% 17.0% 一% 100% 
中規模団地 15.9 56.5 18.4 9.2 100 
小規模団地 5.5 52.7 27.6 14.2 100 
零細規模団地 2.2 31.5 30.4 日5.7 100 





lm" あたり単価 1 3千円未満 13~9千円 19~18千円|臼千円以上| 計
大規模団地 3.6問 20 %1 291刷 47.3%1 100% 
中模規団地 5.31 37.7 1 30 27β1田
小規模団地 5.41 35.3 1 33.7 1 26川 100 
零細規模団地 4.0' 31.9' 27.9' 36.2' 100 















































































































































































占価格の優勢であり，ことに償困の帳恥きわまる持軍甲置勢でありJ CK. Mf>π ，噌 cit.，S 
781.邦訳991ヘ ジ。〕と指摘しているように，労働者階級。賞lIliヒとL、う見地から取り上げら
れる必要があろう.
